
工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

事業者名

図面番号

下部工正面図 S=1:60

A1橋台

A2橋台

川原田橋 補修計画一般図

側面図 S=1:200

至　西黒田

至　川原田

飯
尾
川

L=24.500m N=16本

起
点側

終
点側

F

A1

1:
1.
01:1.0

A2

MM F

L=32.500m N=8本 L=32.500m N=8本

至　西黒田 至　川原田

6.97

6.85

6.71

7.24

6.83

7.24

8.00

8.01

8.05

6.23

6.657.027.457.187.066.75

7.12

6.81

7.02

7.30

6.81

-0.066.230.20
0.340.75

T-2
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T-1

起点
側

終
点
側

平面図 S=1:200

DL=-15.000
P1

A1 A2P1

N

注記)
1.施工前に調査を実施し，施工範囲及び施工数量について協議を
　行うこと。
2.寸法は，現場実測後決定する。

工  種

川原田橋 補修工事内容一覧

仕　　様

支承補修工 A1,P1:ゴム支承（損傷箇所の再設置)

ひび割れ補修工 エポキシ樹脂低圧注入

舗装補修工 アスファルト舗装

66
°
28
′

21″

66°
28

′
21
″

西黒田中村線

川原田橋

A2   :ゴム支承（耐候性表面保護材)

G1

2.279 計画流量 350m3/s

吉野川水系中央南部圏域(飯尾川)河川整備計画

図 示 1

川原田橋 補修計画一般図

G5 G4 G3 G2 G1

(ゴム支承再設置)

上流側 下流側

P1橋脚(終点側)

G5 G4 G3 G2 G1

(ゴム支承再設置)

ひび割れ補修工

上流側 下流側

G1 G2 G3 G4 G5

(ゴム支承表面保護)

下流側 上流側

年　　度

西黒田中村線

4

令和８年度

Ｒ８徳土　西黒田中村線（川原田橋）

徳・国府　橋梁修繕工事

徳島市国府町（川原田橋）

徳島県土整備事務所

【実施設計図面】
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工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

事業者名

図面番号

A1橋台正面図

上流側 下流側

川原田橋 補修工詳細図

S=1:60 2

川原田橋 補修工詳細図

W0.2mm L0.60m

W0.3mm L0.70m

W0.3mm L0.80m

W0.3mm L1.00m

W0.3mm L0.60m

W0.3mm L0.80m

W0.3mm L0.50m

W0.4mm L1.20m

W0.3mm L0.60m

W0.3mm L1.20m

W0.25mm L0.55m

W0.3mm L0.20m

W0.3mm L0.30m

A1
橋
台
側

A2
橋
台
側

W0.2mm L0.45m

P1橋脚正面図(A2橋台側)

上流側 下流側

W0.2mm L0.80m

W0.2mm L0.80m

(エポキシ樹脂注入材)

低圧注入器間隔 標準 @300

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

注　入

パイプ撤去

シール材撤去

仕　上　げ

清　掃

施工フロー図

注入量Vは下式より算出する。
　V=1200・b・h・L・1.20
ここに，
  V    :注入量
  1200 :エポキシ樹脂系注入材比重
　b    :ひび割れ幅
　h　　:ひび割れ深さ
　L    :ひび割れ延長
  1.20 :ロス率

(エポキシ樹脂注入材 2種)

[低圧注入工法]

注記)
1.施工前に現地計測を行い，施工範囲及び施工数量に
　ついて協議を行い決定すること。
2.注入工法の注入材は，エポキシ樹脂注入材2種を基本とする。
　ただし，施工性等から材料，種別等を変更する場合は協議を
　行い決　定すること。
3.注入深さは，50mmに設定している。
4.数量表は，ロス率を加味しない値を示す。

ひび割れ補修工

補修要領図

護岸工天端

A2橋台正面図

下流側 上流側

W0.3mm L1.20m

W0.2mm L1.25m

W0.2mm L0.40m

W0.6mm L1.20m

W0.5mm L1.15m W0.2mm L0.60m

W0.3mm L1.20m

W0.2mm L1.20m

W0.2mm L0.60m

護岸工天端

下部工 補修図 S=1:60

下流側側面図

A2橋台側 A1橋台側

A1橋台 ひび割れ補修工(低圧注入工法)

深さ(m) 注入量(kg)幅(mm) 長さ(m)番号 備考

0.05

合計

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(14)

(15)

(16)

(17)

(10)

(11)

(12)

(13)

0.25

0.30

0.30

0.30

0.40

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

0.20

0.30

0.50

0.20

0.30

0.30

0.55

0.20

1.20

0.60

1.20

0.30

0.80

0.50

1.00

0.60

0.40

0.40

0.60

0.30

0.60

0.70

0.80

0.008

0.004

0.022

0.011

0.029

0.005

0.014

0.009

0.018

0.011

0.007

0.005

0.011

0.009

0.007

0.013

0.014

0.197

P1橋脚 ひび割れ補修工(低圧注入工法)

深さ(m) 注入量(kg)幅(mm) 長さ(m)番号 備考

合計

0.05(1)

0.05(2)

0.20

0.20

0.80

0.80

0.010

0.010

0.025

A2橋台 ひび割れ補修工(低圧注入工法)

深さ(m) 注入量(kg)幅(mm) 長さ(m)番号 備考

0.05

合計

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

0.30

0.20

0.20

0.60

0.50

0.20

0.30

0.20

0.20

1.20

1.25

0.40

1.20

1.15

0.60

1.20

1.20

0.60

0.022

0.015

0.005

0.043

0.035

0.007

0.022

0.014

0.007

0.170

A1橋台 A2橋台

P1橋脚

0.05(3) 0.20 0.45 0.005

W0.5mm L0.30m

W0.3mm L0.60m

W0.2mm L0.40m

W0.3mm L0.40m

年　　度

西黒田中村線

4

令和８年度

Ｒ８徳土　西黒田中村線（川原田橋）

徳・国府　橋梁修繕工事

徳島市国府町（川原田橋）

徳島県土整備事務所

【実施設計図面】

(15)ひび割れ注入工

(16)ひび割れ注入工

(17)ひび割れ注入工

(9)ひび割れ注入工

(10)ひび割れ注入工

(7)ひび割れ注入工

(8)ひび割れ注入工

(5)ひび割れ注入工

(4)ひび割れ注入工

(3)ひび割れ注入工

(1)ひび割れ注入工

(2)ひび割れ注入工

(6)ひび割れ注入工

10906

10900

(3)ひび割れ注入工

10900

(1)ひび割れ注入工

(2)ひび割れ注入工

エポキシ樹脂シール

カートリッジ

自動低圧注入器
ひび割れ

(1)ひび割れ注入工

(2)ひび割れ注入工

(3)ひび割れ注入工

(4)ひび割れ注入工

(5)ひび割れ注入工 (6)ひび割れ注入工

(7)ひび割れ注入工

(8)ひび割れ注入工

(9)ひび割れ注入工

10906

2000

150 1700 150

(14)ひび割れ注入工

(13)ひび割れ注入工

(12)ひび割れ注入工

(11)ひび割れ注入工



工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

事業者名

図面番号

川原田橋 舗装補修工詳細図

図示 3

川原田橋 舗装補修工詳細図

至　西黒田

至　川原田

飯
尾
川

6.97

6.85

6.71

7.24

6.83

7.24

8.00

8.01

8.05

6.23

6.657.027.457.187.066.75

7.12

6.81

7.02

7.30

6.81

-0.066.230.20
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T-2
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側
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側

平面図 S=1:200

A1 A2P1

N

西黒田中村線

川原田橋

至　西黒田

至　川原田

6.97

6.85
7.24

7.24

7.027.457.187.066.75

7.12

7.02

7.30

-0.060.75

T-2
7.074

7.234
T-1

A1 A2

概略施工手順

STEP.1：舗装切断工

既設舗装切断部 既設舗装切断部

既設踏み掛け版 既設踏み掛け版

至　西黒田

至　川原田

6.97

6.85
7.24

7.24

7.027.457.187.066.75

7.12

7.02

7.30

-0.060.75

T-2
7.074

7.234
T-1

A1 A2

STEP.2：舗装打ち換え工(下流側)

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(車道部)

交通誘導員

交通誘導員

至　西黒田

至　川原田

6.97

6.85
7.24

7.24

7.027.457.187.066.75

7.12

7.02

7.30

-0.060.75

T-2
7.074

7.234
T-1

A1 A2

STEP.3：舗装打ち換え工(上流側)

至　西黒田

至　川原田

6.97

6.85
7.24

7.24

7.027.457.187.066.75

7.12

7.02

7.30

-0.060.75

T-2
7.074

7.234
T-1

A1 A2

STEP.4：区画線工

区画線工
(外側線)

交通誘導員 交通誘導員 交通誘導員交通誘導員

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(歩道部)

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(歩道部)

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(歩道部)

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(歩道部)

既設踏み掛け版既設踏み掛け版

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(歩道部)

区画線工(外側線)
L=1.60m

舗装打ち換え部
(車道部)

舗装打ち換え部
(歩道部)

舗装構成図

既設踏み掛け版

車 道 部

歩 道 部

(胸壁)

(胸壁)

S=1:10

年　　度

西黒田中村線

4

令和８年度

Ｒ８徳土　西黒田中村線（川原田橋）

徳・国府　橋梁修繕工事

徳島市国府町（川原田橋）

徳島県土整備事務所

【実施設計図面】

橋　長　62290

30 桁　長　31100 30 桁　長　31100 30

400 支間長　30300 400 400 支間長　30300 400
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4)表層 再生密粒度アスコン t=50mm
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3)表層 再生密粒度アスコン t=50mm

1)下地処理(不陸整正)

2)プライマー
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2)基層 再生粗粒度アスコン t=50～55mm

1)プライマー
3)プライマー



工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮  　尺

事業者名

図面番号

M F M F

起点
側

終
点
側

A1 A2P1

飯
尾

川

G4

G5

G3

G2

G1

位 置 図 S=1:500

支承据え付け工 支承表面保護工

支承据え付け工

注記)
　A1橋台及びP1橋脚の支承再据え付け工においては、仮設油圧ジャッキを
設置した施工になる。後の施工要領図(参考図)に概略施工手順を示してい
るので参考のこと

支承補修計画図

図示 4

66°
28′

21″

G4G5 G3 G2 G1

平 面 図

A1(起点側)橋台

支承補修計画図

正 面 図

S=1:40

G4G5 G3 G2 G1

上 流 側 下 流 側

32
0032
83

P1橋脚(終点側) S=1:40

平 面 図

66°
28′

21″

G2 G1G3G4G5

A2
橋
台
側

A
1橋

台
側

上 流 側 下 流 側

G5 G4 G3 G2 G1

正 面 図

ゴム支承再据え付け工

ゴム支承再据え付け工

ゴム支承再据え付け工

ゴム支承再据え付け工

既設支承

既設支承

ゴム支承

姿　図

合成ゴム
(410*260*40)

滑動防止プレート
(FB 38*4.5*L)

滑動防止プレート
(FB 38*4.5*L)

高さ調整モルタル

FB 38*4.5 突合せ溶接

1

1 - 1 2 - 2

2

支承補修要領図 S=1:10

A1橋台,P1橋脚 A2橋台

姿　図

端横桁

ゴム支承据え付け工
    (全 N=2基)

滑動防止プレート 1箇所当たり

2 - FB 38 * 4.5 * 346
2 - FB 38 * 4.5 * 496

耐候性表面保護材塗布

耐候性表面保護材塗布

G1主桁

年　　度

西黒田中村線

4

令和８年度

Ｒ８徳土　西黒田中村線（川原田橋）

徳・国府　橋梁修繕工事

徳島市国府町（川原田橋）

徳島県土整備事務所

【実施設計図面】

橋　長　62290

30 桁　長　31100 30 桁　長　31100 30

400 支間長　30300 400 400 支間長　30300 400
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